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要　　旨

目的：本研究の目的は，ヘルスプロモーション実習における看護学生の学びを抽出し，今後の実習内容・方法を

検討することである．方法：質的記述的デザイン．2013 年度のヘルスプロモーション実習後に，112 名の学生が

記載した自己評価表の自由記述欄に書かれた内容を分析対象とし，内容分析を行った．結果：各領域の看護の対

象となる人々の健康的な生活や健康のとらえ方，健康の保持増進について，学生は自分の実体験から学ぶこと

ができていた．また，健康概念の深い理解と健康と健康増進を支援する環境の関係の理解も出来ていた．一方

で，学生は，直接的接触がなかった領域の対象理解，健康課題とニーズ，看護の視点については達成状況に課題

があった．考察：ヘルスプロモーション実習は，人々の健康を支援する看護の基盤となる学びを得ることができ

る．直接的接触がなかった領域の対象理解，健康課題とニーズ，看護の視点については感覚的な理解にとどまる

直接的経験として認知していると考えられた．概念的な理解に深化する反省的経験を得られるよう，これらの疑

問を解消しようとするのではなく，その後の学習機会で活かせるように取り扱うことが教員には求められる．

キーワード：ヘルスプロモーション，臨地実習，看護学生

Key words：health	promotion,	practice,	nursing	students

Ⅰ．はじめに

1．本学部の教育理念とカリキュラム

　本学部では，「慈悲の心を持った心のケアのできる質の

高い人材を育成する」ことを目的として掲げている．その

下位目標として（1）豊かな人間性と倫理観を備えた人材

（2）看護学に求められる社会的使命を遂行し得る人材（3）

ケア環境とチーム体制の整備能力を備えた人材（4）国際

社会でも活躍できる人材（5）自己研鑽し，看護実践を改

革しうる人材の育成を挙げている．

　開学 4 年目を迎え，本学部の目的をより達成できるよ

う，カリキュラム改正を行った．カリキュラムでは本学部

が目指す人材を育成するために，教養教育で自己の基礎力

を高めながら，看護学の専門教育では，基礎から応用・実

践へと体系的に配置し，看護学の専門教育に進むよう構成

した．
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　看護学の専門教育では，「専門基礎科目」から「看護

学・看護実践の基礎」を学び，次に「健康な個人・家族を

対象とした看護に関する科目」群，「疾患を持つ個人・家

族を対象とした看護に関する科目」群，「集団・地域の健

康問題に関わる看護に関する科目」群を段階的に配置し

た．そして臨地実習は，群ごとに到達目標を設定し，講義

と演習で得た知識，技術を統合，深化できるよう配置し

た．最終学年で，これまでの学びを統合し，看護実践能力

をさらに高め，生涯を通じて看護学・看護実践を探究する

ための基盤を学ぶ「看護統合」の科目群を配置した．

　「健康な個人・家族を対象とした看護に関する科目」群

においては，各領域の概論で各領域の対象となる個人や家

族の健康について学び，その後領域横断的な臨地実習であ

る「ヘルスプロモーション実習」を配置した．ヘルスプロ

モーション実習では，地域社会で生活する健康的な個人・

家族のヘルスプロモーションの実際を体験することを通し

て，人々の健康的な生活や健康の保持増進，地域で展開し

ている健康に関する活動について看護の視点で考えること

を目的とした．

2．ヘルスプロモーション実習の意義

　健康とは，WHO の定義によると「病気ではないとか，

弱っていないということではなく，肉体的にも，精神的

にも，そして社会的にも，すべてが満たされた状態であ

る」（WHO,	2006）．健康は基本的な人権であり，個人は自

分の健康な生活を獲得するために自ら取り組まねばならな

い．

　しかし，個人の努力だけでは健康の達成は難しい．そ

こで WHO は「すべての人に健康を」（Health	for	All: 1984

年）実現するために，2 大戦略としてプライマリヘルスケ

ア（PHC : Primary	Health	Care	1978）とヘルスプロモー

ション（1986 年）を打ち出している．

　ヘルスプロモーションとは，オタワ憲章（1986 年）の

中で「人びとが自らの健康をコントロールし，改善するこ

とができるようにするプロセスである．」と定義されてい

る（島内，2013）．理念として二つの柱があり，「個人が健

康を増進する能力を備えること」と「個人を取り巻く環境

を健康に資するように改善すること」であり，必要な活動

方法として，①健康な公共政策づくり，②健康を支援する

環境づくり，③地域活動の強化，④個人技術の開発，⑤ヘ

ルスサービスの方向転換が打ち出されている（櫻井，斉

藤，2006）．

　つまり，看護の使命である，人々の健康な生活を実現す

るためには，個人へのアプローチのみならず，健康を保

持，増進する環境を整えていくことが必要なのである．

　また，看護師は保健や医療の場に従事することが多く，

健康の保持，増進についても，医学的，保健学的アプロー

チに偏りがちである．しかし，社会情勢の変化，少子高齢

化，疾病構造の変化，グローバリーゼーションの広がりの

中で，健康の保持，増進の場は家庭や学校，会社，地域社

会といった生活の場へと移行し，看護の対象である生活者

が望む健康な生活を自ら作り上げるためには幅広いアプ

ローチが必要とされる．

　地域で生活をする多様な人々の健康についての活動を体

験し，健康を考えるヘルスプロモーション実習は，幅広い

健康概念について理解を深め，健康を支える環境への働き

掛けも含めた，多様なアプローチを習得することが期待で

きる．

　ヘルスプロモーションの視点は，将来の保健医療を担う

人材として身につけるべき価値観と考える．

3．ヘルスプロモーション提唱の背景

　世界保健機関（WHO）は，1986 年にカナダで行われた

国際会議で，健康戦略としてヘルスプロモーションを提唱

したオタワ憲章を採択した．

　この背景には，当時，WHO ヨーロッパ地域事務局の

キックブッシュ博士らの功績が大きい．博士らは，人びと

の長寿問題，先進国における疾病構造の変化，南北におけ

る健康状態の結び付き，健康に関する持続的な不平等と

いった健康に関する問題を挙げた．そして，これらの諸問

題を解決するには，医学的なアプローチには限界があるこ

とを指摘し，社会的・政治的な視点を重視すること，健康

を構成する要素の再検討と「人びと自身が健康を定義し，

それを維持していくことを可能とする環境をつくること」

が重要であると強調した（島内，2000）．この考え方のも

と，ヘルスプロモーションは，世界的な保健活動の進め方

に関する新たな指針として，健康教育と健康を支援する環

境との関わりの概念を整理する中から創造された．

　また，ヘルスプロモーションは，前述したように 1978

年にアルマ ･ マタ宣言として出されたプライマリ・ヘル

スケア（PHC : Primary	Health	Care）とともに，ヘルス

フォーオール（Health	for	All: 1984 年）を実現するため

の WHO の 2 大健康戦略である．プライマリヘルスケア

が，保健医療職を中心とした医学的・保健学的なアプロー

チを基本とするのに対し，ヘルスプロモーションはコミュ

ニティや生活者を中心とし，相互に補完的な多種類のアプ

ローチを必要としている（櫻井，斉藤，2006）．

4．日本におけるヘルスプロモーションの普及

　日本におけるヘルスプロモーションの普及は，1987 年

に島内らによって行われた国際シンポジウムに端を発す

る．その後，島内は日本ヘルスプロモーション学会を組織
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し，日本的なヘルスプロモーションの概念図「坂道の図」

を示した（斉藤，2006）．その後，地域保健の分野に留ま

らず，環境学や健康科学の研究へとヘルスプロモーション

の思想は普及してきた．

　日本の政策にヘルスプロモーションが反映され始めたの

は，「アクティブ 80 ヘルスプラン（第 2 次国民健康づくり

対策）」における，健康文化都市構造からであり，これま

でに 100 以上の市や町で健康と文化を中心概念に据えたま

ちづくりが展開されている（斉藤，2006）．また，1988 年

からの第 3 次国民健康づくり対策における「健康日本 21」

には，人生の各段階に特有の健康上の課題と健康を支援す

る主体として，マスメディア，企業，非営利団体，職場・

学校・地域・家庭，保険者，保健医療専門家，行政機関そ

れぞれが取るべき役割が明記されている（厚生労働省）．

現在では，この対策を基本とした各都道府県や保健所圏

域，各市町村の健康増進計画が策定されている．

5．ヘルスプロモーション実習導入の経緯

　前述したような意義のあるヘルスプロモーション実習を

当学部で導入したのは，2012 年度からである．

　本学では武蔵野 BASIS という全学部横断型の教養教育

システムがあり，少人数制のゼミナールやグループワーク

が設けられている．学生は，グループごとに授業日が若

干異なっており，看護の実習を組むことが不可能である．

よって，2 年生の基礎看護実習との二本立てでヘルスプロ

モーション実習が設けられた．2015 年度には 4 年目を迎

える．

６．研究目的

　本研究の目的は，学生の学びの内容を抽出し，実習目標

の到達状況を明らかにし，今後の実習内容・方法を検討す

ることである．

Ⅱ．ヘルスプロモーション実習の紹介

１．ヘルスプロモーション実習の目的

　ヘルスプロモーション実習の目的は，「地域社会で生活

する健康的な個人・家族のヘルスプロモーションの実際を

体験することを通して，人々の健康的な生活や健康の保持

増進，地域で展開している健康に関する活動について看護

の視点で考える．」である．

２．ヘルスプロモーション実習の目標

　ヘルスプロモーション実習の目標と目標ごとの下位項目

は以下の通りである．

目標 1．ヘルスプロモーション関連施設の見学や体験を通

して，ヘルスプロモーションの実際を知る．

1 ）ヘルスプロモーション関連施設について，設置主体，

職員，意義や役割等の特徴を理解する．

2 ）関連施設におけるヘルスプロモーションの具体的な取

り組みや特徴を理解する．

目標 2．地域社会で生活する人々の健康的な生活や健康の

保持増進について，また地域で展開しているヘルスプロ

モーションについて，看護の視点で考える．

1 ）地域社会で暮らしている人々の生活や健康のとらえ方

について知る．

2 ）ヘルスプロモーション関連施設の実際の体験を通し

て，各ライフステージの健康課題とニーズについて理解

を深める．

3 ）ヘルスプロモーション関連施設の実際の体験を通し

て，地域で展開している健康に関する活動について看護

の視点で考える．

4 ）初日のグループワーク・実際の体験・まとめのカン

ファレンスを通して，学生それぞれの学びを共有し，地

域で展開している健康に関する活動について，各ライフ

ステージの健康課題やニーズとの関連をふまえ総合的に

看護の視点で考える．

３．ヘルスプロモーション実習の概要

　ヘルスプロモーション実習は，2 年生の 9 月から 10 月

に，3 クールに分け実施している．1 クールあたり学生数

は 40 名程度である．実習期間は 2 週間であり，うち 6 日

間を実習施設での実習日とし，二つ以上の実習施設での実

習を体験する．2013 年度のヘルスプロモーション実習全

体での実習施設の種類は，産後ケアセンター（母性），学

童クラブ（小児），就労継続支援事業施設（精神），地域活

動支援センター（精神），社会福祉協議会福祉会館（老年），

企業の健診（検診）機関・健康増進施設（地域），市町村

保健センター（地域）など多岐にわたる（カッコ内は担当

領域）．施設数は 40 カ所と多いが，一人の学生が体験する

のはこれらの施設のうち，2〜3か所である．初日，1 週

目の金曜日，2 週目の木曜日と金曜日の 4 日間が学内演習

日である．

４．指導体制

　当実習では，実習施設が多岐にわたるため，各領域から

ヘルスプロモーション実習の担当者が選出され，関連施設

との調整や学生指導を行っている．また，実習施設が多岐

にわたるため，担当者以外の教員も施設調整や指導にあ

たっている．
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５．実習スケジュール

　2 週間の実習スケジュールは表１のとおりである．

表１　実習スケジュール

月曜 火曜 水曜 木曜 金曜

1 週目 学内演習 小児・老年・精神のうち 1 領域 学内演習

2 週目 母性・地域のうち 1 領域 学内演習 学内演習

6．学内演習

　ヘルスプロモーション実習では，実習の目的・目標を達

成するために，特にグループワークを積極的に取り入れ，

学生の学びの共有と深化を図っている．

①　学内演習 1 日目（初日）

　全体オリエンテーションにおいて，健康についてのイ

メージマップを作成するグループワークを実施している．

このことにより，学生が自分の思考や固定観念を明確に

し，他者との意見交換を通し，健康・健康観・健康増進活

動について考えを深められるように支援している．また，

実習という学習方法に不慣れな段階にある 2 年生が実習に

対する個人目標を立てることにも役立っている．

②　学内演習 2 日目（1 週目　金曜日）

　1 週目に実習した領域のグループごとに，ヘルスプロ

モーション実習の目標に沿った体験と学びを討議する．そ

の後，全体で学びを発表し，共有する．午後は２週目の実

習施設のオリエンテーションである．

③　学内演習 3 日目（2 週目　木曜日）

　2 週目に実習した領域のグループごとに，ヘルスプロ

モーション実習の目標に沿った体験と学びを討議する．そ

の後，全体で学びを発表し，共有する．午後は翌日の実習

全体の学びの共有のための発表準備にあてる．

④　学内演習 4 日目（2 週目　金曜日）

　2 週間の実習全体を通しての学びを発表する．施設ごと

の多様な実習体験を共有できるように，学内 1 日目と 4 日

目のグループワークは，様々な施設での実習を体験した学

生が混在したグループに編成し，同じメンバーでグループ

ワークを実施している．

7．記録や課題

　事前課題は，実習開始の 2 か月前の 7 月に実施する実習

オリエンテーションで学生に説明している．事前課題は，

「あなたが考える健康について」，事後課題は，「生活の中

の健康とヘルスプロモーションについて」をテーマとした

レポートである．この他，施設のオリエンテーション後

に，自分が行く施設の概要や行っている活動について下調

べを行うことを課している．これらの他，毎日の記録とし

て日々の実習体験と学びを記録する実習記録用紙，実習最

終日にまとめの発表会終了直後に，実習目標それぞれの到

達度と総合評価についての自己評価を記入する用紙を用い

ている．

Ⅲ．研究方法

1．対象者

　2013 年度のヘルスプロモーション実習を履修した看護

学部 2 年生の 112 名である．

2．データ収集

　実習終了時に全実習記録と同時に提出した自己評価表の

自由記述欄の記載内容を分析対象とする．自由記述欄は，

実習目標の総合評価として自由に文章で記述することを求

めた．

3．分析方法

　自己評価表の自由記述欄の記載内容について内容分析を

行った．一つの意味内容ごとに切片化し，一次コードとし

た．内容の類似性からグルーピングを行った．一次コード

をまとめ，小項目とし，実習目標の下位項目の内容で分類

した．まずは，クールごとに分析したのち，3 クール全体

を統合した．分析過程においては，各クールの研究者 2 名

で分析を行った．

4．倫理的配慮

　提出された実習記録を研究に用いること，成績には関係

なく，また，その他いかなる不利益も生じないことを口頭

で学生に説明した．研究への使用を拒否する場合は，申し

出るように説明した．個人情報を含むデータは匿名化し，

分析後に裁断処理した上で破棄した．

Ⅳ．結　果

　学生の学びは表 2 のとおりであった．実習目標を達成し

ていると評価できる内容と目標達成において課題が残って

いる内容があった．以下，実習目標および大項目ごとの学

生の学びを記す．大項目は実習目標の下位項目であり，中

項目は一次コードから帰納的に分析した結果である．

1．ヘルスプロモーション関連施設の見学や体験を通し

て，ヘルスプロモーションの実際を知る．

1 ）ヘルスプロモーション関連施設の設置主体，職員，意

義や役割等の特徴の理解

　学生には，事前課題として，実習施設の概要についてま
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とめることが課されている．そのため，学生は自分が行く

実習施設について，施設の事業内容や法的な位置づけ，設

置主体，職員体制，利用者の特徴に関する情報をインター

ネット上から整理した上で実習に臨んでいた．また，実習

時に直接施設の職員から聞き取ることで，施設の背景につ

いては理解できていた．

2 ）関連施設におけるヘルスプロモーションの具体的な取

り組みや特徴の理解

　学生は，施設の活動に直接参加することで，利用者に

とっての施設が提供する活動の意味や健康に与える効果に

ついて理解できていた．例えば，産後ケアセンターは，孤

立しがちな母親と子どもにとって育児相談の場であった

り，学童クラブは働く親に代わって放課後の生活指導や居

場所を提供している．学生は，産後ケアセンターであれ

ば，施設職員に来所した母親が相談している場面に参加し

たり，学童クラブであれば，実際に児童と遊び，施設職員

と児童の交流を見学したことから，施設における取り組み

や特徴を理解し，自分が思っていた以上に施設が健康の保

持増進に役立っていることに気づくことができていた．

　しかし一方で，施設で提供している取り組みの意義を理

解するのが難しかったという意見がある．また，施設の取

り組みに関する法律や施策については深く調べる必要性を

学生は感じていた．

2．地域社会で生活する人々の健康的な生活や健康の保

持増進について，また地域で展開しているヘルスプロ

モーションについて，看護の視点で考える．

1 ）地域社会で暮らしている人々の生活や健康のとらえ方

　学生は，実習前に自分が持っていた健康観や対象者への

偏見に気づき，健康概念を拡大して再認識できていた．例

えば，自分が精神障害への偏見を持っていたことや，自分

の健康観が対象者の年齢や環境によっては当てはまらない

表２　ヘルスプロモーション実習目標に応じた学生の学びの内容（中項目まで）

大項目
（実習目標の下位項目）

中　項　目

1 － 1）
ヘルスプロモーション関連施設の設置主
体，職員，意義や役割等の特徴を理解する

ヘルスプロモーション関連施設の設置主体，職員，意義や役割等の特徴が理解できた

1 － 2）
関連施設におけるヘルスプロモーションの
具体的な取り組みや特徴が理解できた

関連施設におけるヘルスプロモーションの具体的な取り組みや特徴が理解できた

自分が思っていた以上に施設は健康の保持増進に役立っていた

関連施設におけるヘルスプロモーションの具体的な取り組みや特徴の理解に課題が残った

2 － 1）
地域社会で暮らしている人々の生活や健康
のとらえ方について知る

実習前の自分の健康観や対象者への偏見に気づき，健康概念が拡大した

健康は単に病気ではないことをいうのではないとわかった

看護は多様な健康観を尊重しなければいけない

地域社会で暮らしている人々の生活や健康について理解できた

地域社会で暮らしている人々の健康のとらえ方は多様である

直接触れ合っていない領域の対象者の生活や健康のとらえ方は十分理解できなかった

2 － 2）
各ライフステージの健康課題とニーズ

各ライフステージの健康課題とニーズが理解できた

健康課題とニーズはライフステージによって異なることを理解できた

各ライフステージの健康課題とニーズの理解は十分ではない

2 － 3）
地域で展開している健康に関する活動につ
いて看護の視点で考える

地域で展開している活動が人々のヘルスプロモーションを導いているとわかった

全ての人への各ライフステージに合った健康を支える施設での活動が必要だと知った

地域における看護の活躍がわかった

看護は自分の価値観ではなく，その人の背景に沿って支援する必要がある

2 － 4）
学内演習で学生それぞれの学びを共有し，
総合的に看護の視点で考える

ヘルスプロモーションの概念がわかった

ヘルスプロモーションを支援する活動の社会的な課題がわかった

学生個々の意見を共有するグループワークで学びが深まった

複数回のグループワークの発表で学びが深まった

看護の視点で考えることは難しい

その他

初めての実習で緊張したが，施設の方々からケアリングの態度を学んだ

看護を実践するうえで役立つ指針を得た．

今後の学習への意欲の高まり

実のある実習だった

自分が知らない世界を発見できた

積極的に関わった為，対象者の話を伺うことができた

強調文字：実習到達上の課題
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ことに気づいていた．

　そして，健康は単に病気ではないことをいうのではない

こと，看護は多様な健康観を尊重しなければいけないと捉

えられていた．また，地域社会で暮らしている人々の生活

や健康について理解できており，人々の健康のとらえ方は

多様であることに気づけていた．

　しかし，自分が実習で直接触れ合っていない領域の対象

者の生活や健康のとらえ方を理解することについては課題

を感じていた．

2 ）各ライフステージの健康課題とニーズの理解

　学生は，各ライフステージの健康課題とニーズを理解

し，それらはライフステージによって異なることを捉えら

れていた．例えば，発達段階に応じた発達課題，ニーズを

理解したり，年代によって健康の在り方や健康への取り組

みが変わってくることを考えたりすることができていた．

　しかし，コミュニケーションのスキルが未熟だったり，

実習先でないためにその領域の対象者に直接話を聞くこと

ができなかったりといったことから，各ライフステージの

健康課題とニーズを十分に理解できていないとする意見も

あった．

3 ）地域で展開している健康に関する活動について看護の

視点で考える．

　学生は，地域で展開している活動が人々のヘルスプロ

モーションを導いていること，全ての人の各ライフステー

ジに合った健康を支えるための施設での活動の必要性を理

解していた．例えば，地域にある施設が，そこで暮らす

人々の健康やヘルスプロモーションのための多くの取り組

みを行っていることを理解できていた．　

　また，地域で看護が活躍していることを捉えられてい

た．例えば，看護師や保健師の活躍の場は病院以外にもあ

ることや，看護とは疾病を持っている人に対して行うだけ

ではなく，健康な人に対してもできることは多いことにつ

いて理解していた．そして，看護は自分の価値観ではな

く，その人の背景に沿って支援する必要があることに気づ

いていた．

4 ）学内演習で学生それぞれの学びを共有し，地域で展開

している健康に関する活動について，各ライフステー

ジの健康課題やニーズとの関連をふまえ総合的に看護

の視点で考える．

　学生は，個人の健康と環境が密接に関わっている特徴を

もつヘルスプロモーションの概念の理解ができていた．ま

た，個人のヘルスプロモーションを支援する地域施設の活

動の啓発が不足している現状や，不十分な施策を拡充する

必要性など，ヘルスプロモーションを支援する活動の社会

的な課題についても捉えられていた．

　また，学生はグループワークで他の学生の意見を共有し

たり，複数回のグループワーク内容を発表したりすること

で自分の学びを深化させていた．

　しかし，看護の視点で考えることの難しさを感じていた．

3．実習目標以外の学び

　学生は，実習目標以外で以下のような学びを得ていた．

　まず，学生は初めての実習で緊張する中，施設スタッフ

に親切に温かく，傾聴的・共感的に接してもらったことに

よりケアリングの態度の重要性に気づいていた．

　また，看護過程の展開に活かせる知識の獲得や看護の役

割といった，今後自分が看護を実践する上で役立つ指針を

得ていた．その他，今後の学習意欲の高まったこと，実の

ある実習だった，自分が知らない世界を発見できた，自分

が積極的に対象者に関わった為，対象者の話を伺うことが

できたという達成感についての意見があった．

Ⅴ．考　察

　学生の学びをもとに，ヘルスプロモーション実習の実習

内容と方法について以下に考察する．

1．ヘルスプロモーション実習の目標の共通理解

　医学中央雑誌でヘルスプロモーション，臨地実習，看護

をキーワードとし，検索した結果をもとに出版物で紹介さ

れているものに限っては，看護学部でヘルスプロモーショ

ン実習を行っているのは，聖路加国際大学（小林，大森，

小野，三森，麻原，2013）の「ヘルスプロモーション実習」

と産業医科大学産業保健学部看護学科（中谷，池田，石

原，2010）の「産業看護学実習」の二つであった．前者の

実習先は保健所・保健センター，自治体の敬老館，児童館

であり，後者の実習先は労働衛生機関，企業保健センター

などであった．これらと比較すると，当学部のヘルスプロ

モーション実習の実習先は，産後ケアセンター，学童クラ

ブ，就労継続支援事業施設，地域活動支援センター，社会

福祉協議会福祉会館，企業の健診（検診）機関・健康増進

施設，市町村保健センターなど，非常に多岐にわたるとい

う特徴を持つ．ヘルスプロモーションは，「人々が自らの

健康とその決定因子をコントロールし改善することができ

るようになるプロセス（バンコク憲章）」である．人々に

は，各ライフサイクルの段階にある人々が含まれるため，

当実習は幅広いライフサイクルにある人の健康や健康増進

について知ることができるという利点がある．

　しかし，施設で提供している活動が非常に多様であるた

め，ともすると領域特性の高い学びに帰着する可能性があ

る．学生の体験がヘルスプロモーション実習の目標に合致

した学びにつながるよう，教員が実習目標を共通理解し，
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指導に活かしていく必要があると考えられる．

2．看護の視点で考えることの意味

　学生は，看護の視点で考えることの難しさを感じてい

た．この実習の対象学生は 2 年生であり，ヘルスプロモー

ション実習までに基礎看護概論や他の領域の概論は履修済

みである．しかし，看護の視点をもって現象をとらえるこ

とは初体験である．また，各領域の講義や実習を通して，

これから看護の視点を培っていく段階である．このような

段階にある学生に看護の視点で考えることを要求するのは

時期尚早であるという見方もできるが，後で述べる直接的

経験から反省的経験への経験が深化するに伴い，理解が深

まっていくものと考えられる．

　学生が看護の視点で考えることが難しいことのもう一つ

の理由は，漠々とした「看護の視点」とだけ学生に明示し

ていることによるだろう．看護の対象だけをとってみて

も，あらゆる年代の個人，家族，集団，地域社会（日本看

護協会，2003）と広範である．さらに各領域の対象者にお

いて重要な看護上の観点もある．ヘルスプロモーション実

習においては，対象者があらゆるライフサイクルにある個

人，家族，集団，地域社会であることをふまえ，多様な観

点からの看護の視点を生かした学びが共有できるようにす

ることが必要だと考えられる．

　今回の分析結果からは，学生は健康概念の理解，あらゆ

るライフサイクルにある方々のヘルスプロモーションにつ

いて本実習で理解を深めることができていたことがわかっ

た．領域横断型で行っているからこそ，幅広い年代，個

人，家族，集団という幅広い健康についての学習ができ

る．このように人々の健康のありようを理解することがで

きるヘルスプロモーション実習での学びは，病院での実習

において看護学生が患者の退院後の生活をイメージするの

を助け，地域での実習においては個人のヘルスプロモー

ションを支援しやすくするであろう．健康とヘルスプロ

モーションを理解することは，健康を支援する看護の使命

を達成するのに必要な学びである．

3．施設の法的基盤や社会福祉制度とヘルスプロモー

ションの関連の理解

　学生は，施設におけるヘルスプロモーションを支援する

活動についての設置主体，職員，意義や役割，取り組みの

特徴の理解はできていた．しかし，ヘルスプロモーション

を支援する活動が，どのような法的基盤や社会福祉制度に

よって作られているかに関する理解には課題が残った．当

該実習で必要となる健康施策や社会福祉制度の学習が全て

履修し終わっているわけではないため，学生によっては初

めて耳にする制度もあるのは事実であり，理解は簡単では

ないだろう．しかし，ヘルスプロモーションが，「個人が

健康を増進する能力を備えること」と「個人を取り巻く環

境を健康に資するように改善すること」であり，健康増進

には政策によって作り出される環境が大きく寄与している

ことは押さえたい学習内容である．法的基盤や社会福祉制

度についての深い理解は後続学年の学習で補完されるが，

環境と健康の関わり合いがわかるように，法的基盤や社会

福祉制度について解説することは必要であると考える．

4．直接的経験から反省的経験へ

　ヘルスプロモーション実習の実習目標のうち，学生の到

達状況に課題が残った以下の点については，実習以降の学

習経験によって補完される内容であると考えられた．つま

り，直接触れ合っていない領域の対象者の生活や健康のと

らえ方，各ライフステージの健康課題とニーズ，看護の視

点で考えることについては，各領域の看護方法論，領域別

実習を通して学習される内容でもある．

　「経験」は，洗練された概念的認知的地位を獲得してい

ない直接的経験をもとに，概念的に明晰で普遍的な要素が

見いだせる反省的経験へと，そしてまた直接的経験という

方向に進む（早川，1994）．つまり，学生はヘルスプロモー

ション実習において，直接的には接触がなかった領域の対

象理解，健康課題とニーズ，看護の視点については感覚的

な理解にとどまる直接的経験として認知し，その後の学習

体験を経て，概念的な理解に深化する反省的経験を得られ

るものと考えられる．接触していない対象の生活はどのよ

うなものなのか，健康課題やニーズは何か，看護の視点で

考えるとはどういうことなのかという疑問を教員は解消し

ようとするのではなく，その後の学習機会で活かせるよう

に支援することが求められる．

　

Ⅵ．おわりに

　本稿では，ヘルスプロモーション実習の学生の学びか

ら，実習内容・方法の評価を行った．実習目標のうち，い

くつかの点で達成状況に課題があったが，それらは学生に

とっての直接的経験として解釈することができた．これら

の直接的経験を反省的経験へと発展できるよう学生を支援

することが重要である．
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